
看護師による退院指導の有効性

一婦人科良性疾患による開腹手術を受けた患者のアンケートを通してー

1.はじめに

2006年の先行研究において、多くの患者は看護

師による退院後の日常生活や、差恥心を伴う性につ

いての退院指導老望んでいた。当病棟の術後患者は

主治医にて退院説明は行われていたが、看護師によ

る退院指導は行なっていなかった。そこで今回、開

腹手術を受けた良性疾患の患者に対して、改善した

パンフレットを用いて、看護師による退院指導者E

行った。

11 .目的

看護師による退院指導の有効性について明らかに

する。

111.研究方法

1.対象は 2007 年 7 月 ~2007 年 9 月に婦人科

良性疾患にて開腹手術者E受けた患者 26名

(45.38 士 14.62、 18 歳~70 歳)を選択した。

2.調査期間

2007 年 7 月 1 日~9 月 30 日に実施した。

3.研究方法

主治医が術後の経過について説明した後、家事

開始時期などの日常生活・差恥心者伴う性生活に

ついての内容を踏まえた退院パンフレットを用

いて、看護師による退院指導を行った。そして独

自にアンケート用紙を作成し、 2006年の先行研

究にて退院時・退院後に思う疑問は異なるとい

う結果が得られたため、退院時、退院後(退院2

週間後)の2回に分けて調査を行った。

退院時:退院指導やパンフレットの内容につい

て質問し、病棟に設置した回収箱にて回収した。

退院後:パンフレットの利用回数や、自由記載

にて困ったことや不安にJ思ったことなどを質問
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し、退院後の初回外来受診時に外来に設置した回

収箱にて回収した。

また、両アンケートにおいて看護師による退院

指導の時期、退院指導の必要性、退院指導のわ

かりやすさの3項目について6段階スケールに

よって測定した。

4.分析方法

単純集計を行い、看護師による退院指導の時期、

退院指導の必要性、退院指導のわかりやすさにつ

いて Mann山Whitneyテストを利用して、退院前

後で比較・検討した。また、年齢による認識の違

いを比較するため、平均年齢が 45.38歳である

ことより 45歳以上(退院時:14名 退院後 :8

名)・ 44歳以下(退院時:12名退院後:7名)

に分類し同テストにて比較検討した。

5.倫理的配慮

調査内容は研究以外に使用しないこと、この調

査に参加しない場合も診療上不利益者生じない

ことを説明し、同意を得た患者を対象とした。

IV.結果

アンケート配布者 26名、アンケート回収者は退

院時:26名(100%) 退院後:15名(57.7%)で、あっ

た。有効回答率は退院時・退院後共に 100%であっ

た。平均年齢は 45.38士14.62歳で、あった。
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図1 退院時アンケー卜

退院時アンケートにて「退院パンフレットの内容

は理解しやすいものでしたか」は、はい 25名(96%)

いいえ 1名 (4%)、「退院後の生活はイメージしや

すいものでしたか」は、はい 24名 (92%)いいえ

2名 (8%)、「退院指導時に疑問や不安は質問でき

ましたか」は、はい 24名 (92%)いいえ 2名 (8%)

で、あった。
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図2 退院後アンケート

退院後アンケートにて、「退院後パンフレットは

役立ちましたか」は、はい 15名(100%)、「退院

後の生活で困ったことはありますか」は、はい 1名

(7%)いいえ 14名 (93%)、「退院後の生活で不

安なことはありますか」は、はい4名 (27%)い

いえ 11名 (73%)で、あった(図2)。

以下は、各項目の自由解答欄への主な記載である。

1.パンフレットの内容以外で知りたかったこと

「子どもはすぐに産んでもよいのか」

「生活様式に合わせた活動開始の時期」

「仕事の復帰や旅行」

2.退院後の生活で困ったこと

「食事をつくること」
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3.退院後の生活で不安なこと

「子どもと遊ぶこと」

「ちょっとしたお腹の張り」

「痛みが正常なものかどうか」

「漠然とした不安」

図3""6の6段階は以下に示す通りである。

1.全く恩わない 2.かなり思わない 3.あまり恩わない

4.少し思う 5.かなり思う 6 
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-+ーわかりやすかったか ー婦一必要であったか

…普段一時期はよかったか

図3 看護師による退院指導

退院時・退院後それぞれにおいて看護師による退

院指導の時期、退院指導の必要性、退院指導のわか

りやすさをMann-Whitneyテストを用いて比較し

た結果、有意差は見られなかった(図3)。

次に年齢による比較についての結果を述べる。ア

ンケ」ト回収者退院時26名中44歳以下の患者は

12名、 45歳以上の患者は 14名であり、退院後

15名中44歳以下は7名、45歳以上は8名であった。
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図4 退院指導の時期

退院指導の時期については退院時有意差あり 45

歳以上の群が良いと回答 (p< 0.03)、退院後有意



差はなかった (p>0.05) (図的。
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図5 退院指導のわかりやすさ

*Pく0.05

退院指導のわかりやすさは退院時有意差あり 45

歳以上の群が理解が容易であると回答 (p> 0.03)、
退院後有意差はなかった (p> 0.05) (図5)。
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図6 退院指導の必要性

看護師による退院指導の必要性は退院時・退院後

共に有意差はなかった (p>0.05) (図6)0

v.考察
先行研究でパンフレットによる退院指導の有効性

と看護師による退院指導の必要性がわかったO 退院

指導について飯田は「病棟看護師が疾患の日常生活

への影響在中心とした食事や服薬等に関する指導だ

けでなく、退院後の生活老視野に入れた、より包括

的な退院指導を行なうことが必要である」と述べて

いる 1)。今回実際に上記を踏まえた退院指導者実施

したことで、内容が理解しやすく、退院後の生活が

イメージしやすいものであるという結果が得られ

た。猪野は「患者は女性機能の不安や悩み在、医師

よりも看護師の方が年齢にこだわらず相談しやすい

ため、看護師による指導者望んでいる。J2)と述べ

ている。今回、退院後の生活において困ったことや

不安があるという回答が少なかったことは、看護師

による退院指導者実施することで退院時に生じる疑
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聞や不安在質問できる機会を持つことができたため

と考える。

また、先行研究でも述べたように、患者は術直後、

創部や疾患に意識が向いており退院後の日常生活ま

では考えられないという心理が働いている。今回、

このことを考慮し、医師による術後の経過説明によ

りその不安を解消したあと、日常関わっている看護

師によりパンフレットを用いた日常生活についての

退院指導を行なった。そのため看護師による退院指

導の時期、退院指導の必要性、退院指導のわかりや

すさにおいて、退院前後に有意差がみられなかった。

このことから、適切な退院指導者行えたのではない

かと考える。

次に、年齢による比較についての考察を述べる 0

44歳以下群と 45歳以上群で退院指導の時期・内

容のわかりやすさについて有意差を認めた。しかし、

必要度においては年齢による差は見られなかった。

このことは、44歳以下群の平均年齢は 31歳であり、

ライフサイクルの面から結婚・出産・育児に直面し

ている時期にあたるためと考える。つまり 44歳以

下群のほうが、自由解答の内容からもわかるように、

妻・母親としての役割りを担っているため問題意識

が高かったのではないかと考える。以上のことから

も、看護師による退院指導は必要であり、社会的・

家庭的立場者E踏まえた個別的な退院指導在行なって

いくことが必要である。

Vl.まとめ

・退院後の生活を視野に入れた看護師による退院指

導は内容が理解しやすく、退院後の生活がイメー

ジしやすいものであった。

・看護師による退院指導を実施したことで、退院後

の生活で困ったことや、不安に思ったことが少な

かった。

-医師による術後の経過の説明後、看護師によりパ

ンフレット者用いた日常生活についての退院指

導を行なったことは適切であった。

-妻・母親とじての役割りを担っている患者は看護

師による、より個別的な退院指導者必要としてい

る。
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